
敦賀市立東浦中学校 保護者の皆様へ

令和５年度 全国学力・学習状況調査結果分析と今後の対策

本年４月１８日に、「全国学力・学習状況調査」が全国一斉に実施されました。本校の３年生の各

教科の正答率については、全国や県平均と比べ、おおむね良好な結果でした。しかし、いくつかの課

題も明らかになりました。各教科の結果分析と今後の対策を以下のようにまとめましたのでお知らせ

します。

国語科

【良 好】

①インタビューをする目的や場面に応じて、質 ②行動や物事の様子を表す多様な語句について

問する内容を検討することができています。 理解しています。

インタビューの前に準備したメモについ 「落胆する」の意味として適切なものを選

て説明したものとして適切なものを選ぶ。 択肢から選ぶ。

「インタビューの目的に沿った質問をする １ 慌てる ２ 恐れる

ために、知りたいことを整理している。」 ３ 恥ずかしがる ４ がっかりする(○)

【課 題】 【対 策】

①観点をはっきりさせて文章を比較し、文章構 ・さまざまな情報源から集めた情報を整理、分

成や展開、表現の効果などについて、根拠を 析し、評価する活動を増やしていきます。

明確にして考えること。 ・文章に対して、自分の意見や感想、工夫され

②読み手の立場に立って、表現の仕方などを確 ていることを述べたり、自分の書きたい文章

かめて、文章を整えること。 の目的や対象を考えたりする活動を増やして

いきます。

←【課題】②の設問



数学科

【良好】

①「数と式」の領域の問題がよくできていま ②「データの活用」の領域の問題がよくできて

す。 います。

数と数式の乗法の計算や、問題場面にお 累積度数を求める問題や、四分位範囲を求

ける考察の対象を明確に捉えることができ める問題。

るかどうかをみる問題。

【課 題】 【対 策】

①「図形」の領域で、条件を変えた場合に事柄 ・証明に用いた前提や根拠を整理するなどして、

が成り立たなくなった理由を、証明を振り返 図形の性質を論理的に考察し表現することが

って読み取ること。 できるようにします。

②「関数」の領域で、事象を数学的に解釈し、 ・表、式、グラフのどれをどのように用いたか

問題解決の方法を数学的に説明すること。 について数学的に説明できる活動を充実させ

ます。

↑

【課題】②の設問

←【課題】①の設問



英語科

【良 好】

①日常的なことを話題とした会話を聞き、そ ②対話が成り立つように時制を判断し、英語

の場面、目的、状況を判断して必要な情報 を適切な形に変えたり、必要な語を補った

を聞き取ることができています。 りして、正確な英文を書くことができてい

ます。

イングリッシュキャンプで班のリーダー 夏休みの予定についての対話文を読み、時

としてバーベキューについての説明を聞く 制を判断して動詞を現在形から未来形に書き

場面で、英語での説明を聞いた後に流れる かえる問題。

質問の内容の答えとして適切なものを選ぶ

問題。

【課 題】 【対 策】

①まとまりのある内容の英文を読んで、要点 ・既習・新出の単語や表現を用いて、身近なこ

を捉えるのに、必要な情報を見つけて正確 とや自分の考えを表現する活動をさらに増や

に読み取ること。 し、基礎的な内容の理解を図ります。

②日常的な話題について、事実と自分の考え ・単語や文法など、理解したことを活用しなが

を整理してまとまりのある文章を書くこと。 ら英文を読んだり、自分の考えを順序立てて

書いたりする活動をくり返し行います。

←【課題】①の設問

←【課題】②の設問



生徒質問紙

【良 好】

全生徒が肯定的な回答をしています。小さな 「当てはまる」、「どちらかといえば当てはま

ころから、家庭・地域で培われてきた人を温 る」と答えた生徒の割合が県や全国に比べ高

かく受け入れる心が育っており、また、毎日 いです。みかん栽培に関する活動、浜清掃な

の学校生活の中で全員が協力して取り組む活 どのボランティア活動、祭りなどの地域の伝

動など、お互いの良さを認め合うことができ 統行事への参加を通して、地域や社会を愛す

る機会が多い本校の特徴がよく表れた結果と る心が培われています。

なっています。

【課 題】

質問項目「学校に行くのは楽しいと思いますか」では８３．４％、「自分と違う意見について

考えるのは楽しいと思いますか」では１００％肯定的な回答となっているものの、「当てはまる」

と答えた生徒の割合が県や全国に比べ低いです。肯定的な回答の割合が高いことに満足せず、

今以上に生徒が楽しいと感じることのできる学校を目指します。そのために、一人一人の思い

に寄り添った授業づくりや、主体的な学びとなる場の設定、お互いの意見を比べ、考えを深めるこ

との良さを経験する場を増やしていきます。また、行事等においても企画段階から子どもたち自身

が関わることで達成感や所属感を味わっていけるよう、これまでよりワンランク上の取組を実

践していきます。

生徒質問紙では、ほとんどの質問項目で、県や全国と比較して、肯定的な回答の割合が高いと

いう良好な結果が得られました。

これからも、本校の良さを生かし、家庭・地域・学校の連携を大切にしながら、一人一人の生

徒の健やかな成長のために学校全体で取り組んでいきます。今後とも、ご理解とご協力をよろし

くお願いいたします。


